
富山市都市マスタープラン地域別説明会 実施概要 

 

1 概 要 

令和７年９月から１０月にかけて、市内６箇所で地域別説明会を開催し、計画素案を説

明するとともに市民からの意見を伺い、市民の意向を把握した。 

 

参加者数：127 名（このうち、令和６年度市民ワークショップ参加者は 53 名） 

意 見 数： 65 件 

 

地域圏域 

グループ 

出席者 

（WS 参加） 
意見数 説明会場 開催年月日 

呉羽・富山西部 21（9） 17 富山大学 9 月 22 日(月) 

富山南部・大山 17（7） 11 富南会館 9 月 25 日(木) 

大沢野・細入 12（4） ９ 大沢野会館 9 月 26 日(金) 

富山中央・富山東部 29（11） 11 
まちなか総合ケア

センター 
10 月１日(水) 

八尾・婦中・山田 31（13） 8 
婦中行政サービス

センター 
10 月 6 日(月) 

和合・富山北部・水橋 17（13） 9 岩瀬カナル会館 10 月 10 日（金） 

合 計 127（53） 65   

 

  



２ 意見等の集計 

 【地域別内訳】 

地 域 意見等数 
内  訳 

意 見 要 望 質 問 その他 

呉羽 7 1 6   

富山西部 10 4 4 1 1 

富山南部 5 2 2 1  

大山 6 3 3   

大沢野 8 4 2 1 1 

細入 1  1   

富山中央 8 5 2 1  

富山東部 3 1 2   

八尾 3 1 1 1  

婦中 3  3   

山田 2  2   

和合 2   2  

富山北部 5 3 1 1  

水橋 2  2   

合 計 65 24 31 8 2 

   

【分野別内訳】 

分   野 意見数 

まちづくりの理念 2 

公共交通の活性化 

鉄軌道 5 

バス 7 

その他 8 

小 計 20 

公共交通志向型居住の推進 

沿線居住 2 

沿線外居住 4 

小 計 6 

中心市街地をはじめとした拠点の形成 5 

都市マネジメントの推進 4 

分野別の方針 

公園緑地・まちの緑 2 

レクリエーション 1 

小 計 3 

まちづくりの推進方策 4 

地域別構想 11 

その他（鳥獣対策 3、移住 1、病院 1、施設の活用・整備 1、体制 3） 10 

合 計 65 



 

３ 地域別意見の概要 

地 域 意見の概要 

呉羽 ・呉羽丘陵における観光産業と物産販売の連携 

・既存施設の活用推進 

・自然環境や呉羽丘陵フットパスの活用、地元小学生の自然体験学習の

実施 

・若者が集まるイベント開催の提案 

・公共交通の利便性向上（呉羽・五福間のバス連携） 

富山西部 ・呉羽丘陵フットパスの活用 

・市電の延伸、JR 駅の新設 

・安全性やアクセス向上のための道路整備 

・公共交通と観光施設の連携強化、イベント誘致 

・長期的視点（50 年程度）での計画検討 

富山南部 ・鉄道の存続や利便性向上、公共交通の利用促進 

・自動車依存への軽減策の検討 

・放射状の公共交通と連携する循環型交通の提案 

・住民の生活実態を考慮した計画策定 

大山 ・中山間地域の活性化、保全を図る施策の検討 

・有害鳥獣対策の強化 

大沢野 ・シルバータクシーの対象者拡充、多世代が利用可能な交通手段の整備 

・若者流出に対する対策検討 

・温浴施設やスポーツ施設活用のまちづくり推進 

・浸水リスクを考慮した都市計画の必要性 

・ワークショップ意見の反映不足 

・防災対策と既存体育館の活用促進 

細入 ・路線バス廃止の代替手段確保と公共交通維持 

富山中央 ・空き家増加に伴う居住環境整備 

・公共交通の運行状況の調査、運行効率・利用促進の検討 

・民間企業と行政の連携強化 

富山東部 ・高齢者の移動手段確保、地域交通の充実 

・既存施設を活用した地域防災体制の強化 

八尾 ・高齢化・人口減少対策としてコンパクトシティの推進 

・公共交通の利便性向上、AI オンデマンドの活用 

婦中 ・コミュニティバスの改善と交通手段の充実 

・若者世代の定住促進の推進 

・防災、洪水対策 

山田 ・コミュニティバスの運行改善 

・児童通学支援の強化 

・スキー場等の活性化支援 



和合 ・地域格差の無い支援策の提案 

・自動運転バスの導入可能性 

富山北部 ・自動運転の導入 

・住環境整備の強化 

・空き家対策と住環境の維持 

・公園整備と公園の活用促進 

水橋 ・駅周辺の整備 

・通学路の整備促進 

 

＜主な意見＞ 

・公共交通の持続性強化と生活交通の多様化（コミュニティバス、シルバータクシー、

オンデマンド交通）により、利便性向上と高齢者への対応を図ってほしい。 

・人口減少に対応するコンパクトな都市構造への転換だけでなく、様々な地域に対し安

全・防災力強化に配慮した地域づくりをすすめてほしい。 

・若者や子育て世代の定住促進、地域資源の活用、文化・観光振興などを考慮し、計画

立案を進めてほしい。 

・課題認識を広く市民に共有するとともに、既存施設の活用や新規施策に関して、住民

参画を進めてほしい。 


